
芦

　9月定例会は40日間にわたって開かれ、10/9に閉会しました。この議会では、パワハラ問題に関連した
決議案の審査や職員アンケート調査の報告がありました。また、令和元年度の決算審査が行われ、委員
による活発な議論が展開されました。

芦

　この試みは、平成29年から3年間、地方創生推
進交付金事業として旧宮塚町住宅を活用し、展
開されてきました。ここまでの勢いが衰えるこ
とがないよう、引き続き支援体制を整え、再就労
や起業をサポートし、女性の多用な働き方を支
えることなどを、総務分科会にて要望しました。
今後のさらなる発展に期待したいと思います。
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　市民に向けては、市のホームページをはじめSNSを活用した発信が
必須である一方、SNSなどを利用しない高齢者の皆様への配慮も必要
です。特に特殊詐欺については高齢者の被害が多発しているので、
関心を持ち、手に取って見て頂けるような啓発を促すための配布物
作成を検討するよう要望しました。
　庁内での周知啓発についても、例えば市民課窓口の案内システム
を積極的に活用するなどして情報発信に努めるべきでしょう。
犯罪は私たちの身近な場所で発生しており、決して他人事ではあり
ません。犯罪の被害を未然に防ぐために、まずは自分自身で対策をと
ることが必要ですが、その上で、市としても市民が安心・安全に暮ら
していけるような取り組みを進めるよう、要望しました。

芦屋市における統制環境について
　内部統制について取り上げたきっかけは、
市役所内のパワハラ問題の発覚です。
　業務について、「何のために実施するのか」
を理解し共有できていなければ、内部統制が
有効に機能しているとはいえず、いつしか形
骸化してしまうでしょう。いくら効率的な仕
組みをつくっても、仕組みを動かすのは人で
あるゆえ、まずは「人の心を動かす」ことが
重要となります。
　現在、芦屋市の統制環境は十分に整ってい
るでしょうか？内部統制の基本は職員の意識
の在り方であり、内部統制確立のために欠か
せない要素であると考えます。 
内部統制に関する方針の策定は必要である
　自治法の上では、芦屋市の場合、内部統制に
関する方針の策定は「努力義務」です。しか
し、組織マネジメントの１つのツールとして、
方針の策定を進めるべきであると考え、「財務
事務のリスクに対する整備」ならびに「職員
のモラルやハラスメント防止」を盛り込んだ
内部統制に関する方針の策定を要望しました。

        阪神間等の動向に
ついて調査・研究を進めてお
り、今年度から制度の運用を
開始しているが、報告書が公
表された際に内容を精査し、
最適な制度設計に取り組む。

          周知徹底にあたっては、「法
令に違反していないか」「社会常識を踏
み外していないか」「市民に堂々と説明
できるか」という基本理念に基づき、
繰り返し実施することにより、職員の
意識の醸成を図っている。
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